
カ
ボ
ゥ
谷
地
の
米
不
足
と
イ
ン
パ
ー
ル
惟
戦

は
じ
め
に

武

　

島

　

良

　

成

上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
県
は
、
ビ
ル
マ
北
西
部
の
国
境
沿
い
の
南
北
に
長
い
県
で
、
南
部
の
カ
ボ
ゥ
谷
地
か
ら
中
部
の
ホ
ゥ
ー
マ
リ
ン
一
帯

は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
第
一
五
軍
の
主
力
が
行
き
来
し
た
地
域
だ
っ
た
.
日
本
軍
は
一
九
四
二
年
に
、
県
南
端
の
モ
ー
ラ
イ
ッ
や
ハ
ン

タ
ー
、
中
部
の
ホ
ゥ
ー
マ
リ
ン
付
近
ま
で
を
占
領
し
た
が
、
北
部
の
ナ
ン
ユ
ン
一
帯
に
攻
め
込
む
こ
と
は
な
く
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
(
一

九
四
四
年
三
月
～
七
月
)
　
の
1
時
期
を
除
い
て
は
カ
ボ
ゥ
谷
地
も
イ
ギ
リ
ス
側
が
統
治
し
て
い
た
。

同
県
の
戦
前
の
人
口
は
約
二
〇
万
人
で
、
統
計
史
料
を
見
る
限
り
ほ
ぼ
冬
米
(
一
二
～
一
月
頃
に
収
穫
す
る
)
　
の
単
作
地
帯
だ
っ
た
こ

と
に
な
る
1
。
イ
ギ
リ
ス
当
局
は
同
県
の
籾
の
産
量
を
、
平
年
作
で
六
万
九
〇
〇
〇
ト
ン
、
消
費
(
食
用
と
種
籾
)
も
同
量
と
し
、
い
わ

ば
「
自
給
自
足
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
た
2
。
も
っ
と
も
、
カ
ボ
ゥ
谷
地
は
'
一
九
四
三
年
に
四
万
七
五
〇
〇
ポ
ン
ド
(
二
一
.
五

ト
ン
)
　
の
米
を
立
て
替
え
て
英
印
軍
に
納
入
し
、
そ
の
三
割
は
補
充
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
が
'
こ
の
件
は
端
境
期
に
も
特
に
問
題
に

な
っ
て
い
な
い
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
二
〇
～
一
一
一
頁
3
)
。
ま
た
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
コ
ー
プ
ス
と
い
う
遊
撃
隊
も
、
l
九
四
三
年

度
に
は
カ
ボ
ゥ
谷
地
で
米
を
ま
か
な
っ
て
い
た
。
(
一
/
六
　
四
八
四
、
四
六
頁
)
。
後
で
見
る
よ
う
に
も
村
々
に
は
多
少
の
古
米
も
残
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
僅
か
で
は
あ
れ
余
剰
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
カ
ボ
ゥ
谷
地
や
そ
の
東
方
の
タ
ン
ド
ゥ
ツ
は
一
九
四
三
年
後
半
に
雨
が
降
ら
ず
、
一
九
四
三
年
一
二
月
～
一
九
四
四
年
一

月
に
収
穫
さ
れ
た
米
(
籾
)
は
、
平
年
作
の
半
分
以
下
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ナ
ン
ユ
ン
を
含
む
7
-
カ
ウ
ン
地
域
に
つ
い
て
も
、
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中
国
軍
に
よ
る
略
奪
の
影
響
も
あ
っ
て
か
　
(
少
な
く
と
も
日
本
軍
は
そ
う
判
断
し
て
い
た
)
種
籾
が
不
足
し
、
一
九
四
二
年
度
産
米
(
1

九
四
三
年
の
消
費
に
あ
て
る
)
　
の
段
階
か
ら
不
足
気
味
だ
っ
た
4
。
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
一
九
四
四
年
二
月
末
に
カ
ボ
ゥ
谷
地
に
米
の
緊
急

輸
送
を
始
め
た
が
、
こ
れ
も
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
重
な
っ
た
た
め
に
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
、
二
～
五
万
人
と
推
定
で
き
る
日
本
兵
が
餓
死
す
る
5
無
残
な
結
果
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
「
飢
餓
の
軍
隊
」
が

「
米
不
足
の
地
域
」
を
後
背
地
・
退
路
と
し
て
作
戦
を
続
け
た
事
実
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
時
に
、
少
な
い
米
を
住
民
と
日
本
軍

が
奪
い
合
う
惨
状
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
を
'
ビ
ル
マ
の
国
立
公
文
書
館
に
残
る
史
料
を
活
用
し

な
が
ら
、
カ
ボ
ゥ
谷
地
の
状
況
を
中
心
に
再
現
し
、
こ
の
戦
い
の
意
味
づ
け
の
一
助
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
　
凶
作
と
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
対
応

イ
ギ
リ
ス
側
の
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
政
庁
が
、
カ
ボ
ゥ
谷
地
や
タ
ン
ド
ゥ
ツ
の
米
不
足
を
予
測
し
、
対
策
を
講
じ
始
め
た
の
は
一
九
四
三

年
一
一
月
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
、
成
熟
の
時
期
に
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
た
め
、
籾
が
平
年
の
半
分
以
下

し
か
獲
れ
な
い
と
い
う
報
告
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
た
。
ビ
ル
マ
国
立
公
文
書
館
が
保
存
す
る
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
政
庁
の
文
書
フ
ァ
イ
ル
に

は
、
四
村
長
か
ら
の
報
告
書
が
納
め
ら
れ
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
l
～
四
頁
)
。
こ
の
う
ち
ミ
ン
タ
ミ
ー
 
、
ス
ン
レ
ー
 
、
ジ
ー
ビ

ユ
ー
ゴ
ウ
ン
な
ど
の
カ
ボ
ゥ
谷
地
南
エ
リ
ア
の
村
民
は
、
英
印
軍
が
保
護
で
き
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
l
二
月
前
半
か
ら
中
部
の
タ

ム
ー
、
カ
メ
イ
ッ
、
ハ
ン
タ
ー
な
ど
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
一
九
四
四
年
一
月
六
日
に
英
印
軍
が
作
成
し
た
報
告
書
で
は
、
移

住
者
の
数
は
約
一
五
〇
〇
人
で
、
以
後
予
測
で
き
る
増
加
は
九
〇
〇
人
以
下
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
(
1
/
六
　
四
八
三
、
八
七
頁
6
)
、

「
籾
と
米
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
き
た
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
　
(
一
/
六
　
四
八
三
、
四
七
頁
)
、
収
穫
の
時
期
に
は
若
干

早
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
着
の
身
着
の
ま
ま
の
移
住
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
残
っ
た
住
民
が
収
穫
を
し
て
い
た
と
い
う
話
も

あ
る
　
(
1
/
六
　
四
八
三
、
八
六
頁
)
。
一
九
四
四
年
l
月
初
頭
の
収
穫
見
積
も
り
で
は
、
ジ
ー
ビ
ユ
ー
ゴ
ウ
ン
が
籾
四
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ

ト
7
の
見
込
み
で
六
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
不
足
、
マ
ル
は
一
〇
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
見
込
み
で
五
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
不
足
、
ミ
ン
タ
ミ
ー



は
平
年
作
の
三
分
の
一
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
が
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
四
五
頁
)
、
こ
の
凶
作
の
中
で
も
、
残
っ
た
住
民
は
自
ら
を
養
う

た
め
に
籾
を
刈
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
の
政
庁
は
、
移
住
者
に
ま
ず
古
米
を
給
付
し
た
が
、
そ
の
量
は
充
分

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
付
近
の
村
も
欠
乏
し
た
た
め
　
(
一
/
六
　
四
八
三
、
四
七
頁
)
、
結
局
、
イ
ン
パ
ー
ル
の
第
四
軍

団
か
ら
の
補
給
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
か
ら
の
給
付
米
は
、
初
め
の
三
ト
ン
が
よ
う
や
く
一
九
四
四
年
l
月
二
～
三
日
に

配
給
さ
れ
た
　
(
一
/
六
　
四
八
三
、
三
二
七
四
頁
)
。

カ
ボ
ゥ
中
部
と
北
部
に
つ
い
て
は
、
政
庁
は
、
例
年
よ
り
早
く
一
二
月
二
二
日
ま
で
に
刈
り
入
れ
を
終
え
る
こ
と
を
命
じ
　
(
一
/
六

四
八
四
、
五
頁
)
、
収
穫
量
の
把
握
に
努
め
た
。
1
二
月
二
四
日
に
は
、
ミ
ョ
ウ
テ
ィ
ッ
の
村
長
に
周
辺
の
人
力
村
の
状
況
に
関
す
る
報

告
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
籾
の
収
穫
量
、
消
費
量
を
世
帯
ご
と
に
計
算
し
て
集
計
し
た
も
の
だ
が
、
ミ
ヨ
ウ
テ
ィ
ツ
村
で
は
三
九

〇
8
テ
ィ
ン
の
収
穫
に
対
し
必
要
量
は
八
三
〇
テ
ィ
ン
な
の
で
、
四
四
〇
テ
ィ
ン
が
不
足
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
　
(
一
/
六
　
四
八

四
、
二
二
頁
)
。
同
時
に
報
告
さ
れ
た
モ
ー
ヌ
エ
村
に
つ
い
て
は
、
八
五
テ
ィ
ン
の
収
穫
に
対
し
必
要
量
は
七
〇
〇
テ
ィ
ン
な
の
で
、
六

一
五
テ
ィ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
二
三
頁
)
。
一
二
月
二
七
日
に
は
、
タ
ム
ー
の
村
長
が
報
告
を
行

っ
て
い
る
。
タ
ム
ー
地
域
に
は
一
五
二
戸
へ
支
村
に
三
三
戸
が
あ
り
、
収
穫
は
そ
れ
ぞ
れ
九
五
七
六
テ
ィ
ン
と
五
五
五
テ
ィ
ン
で
、
古
米

は
二
九
五
テ
ィ
ン
残
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
余
剰
は
出
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
(
「
/
六
　
四
八
四
、
二
八
頁
)
。

政
庁
は
ま
た
、
ビ
ル
マ
人
警
察
官
を
派
遣
し
、
カ
ボ
ゥ
谷
地
と
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
に
つ
い
て
の
視
察
報
告
を
行
わ
せ
た
。
一
二
月
一
二
日

に
作
成
さ
れ
た
報
告
書
を
見
る
と
、
カ
ボ
ゥ
や
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
の
米
の
生
産
は
平
年
の
一
割
で
、
ミ
ョ
ウ
テ
ィ
ッ
で
は
あ
と
二
ヵ
月
の
食

べ
物
し
か
な
い
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
は
三
カ
月
耐
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
は
南
側
の
ミ
ン
ヤ
ー
地
区
の
余
剰
米
を

買
う
こ
と
が
可
能
だ
と
さ
れ
て
い
る
　
(
1
/
六
　
四
八
三
、
六
六
頁
)
。

こ
の
よ
う
な
報
告
を
受
け
な
が
ら
、
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
政
庁
は
、
一
九
四
四
年
1
月
二
日
付
で
カ
ボ
ゥ
谷
地
の
村
ご
と
の
米
の
過
不
足

の
一
覧
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
三
一
の
村
に
つ
い
て
、
世
帯
数
、
古
米
と
新
米
、
食
料
の
必
要
量
な
ど
を
計
算
し
た
も
の
だ
が
、
村
ご
と

に
か
な
り
の
過
不
足
が
あ
る
。
不
足
量
は
合
計
す
る
と
米
三
八
〇
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
余
剰
は
二
三
八
八
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
差
し
引
き
一
四
l

四
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
米
　
(
食
べ
物
を
意
味
す
る
　
「
ウ
ン
ザ
ー
」
と
も
い
い
換
え
ら
れ
て
い
る
)
　
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
な
る



(
一
/
六
　
四
八
四
、
四
〇
頁
)
。
こ
の
時
に
仮
見
積
も
り
が
な
さ
れ
た
九
村
に
つ
い
て
は
、
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
エ
リ
ア
」
と
し
て
l
月
五

日
に
別
表
が
つ
く
ら
れ
、
米
(
食
べ
物
)
　
の
不
足
見
積
も
り
は
さ
ら
に
三
三
七
六
バ
ス
ケ
ッ
ト
増
や
さ
れ
た
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
四
二

頁
)
。
ま
た
避
難
済
み
の
南
部
の
村
に
つ
い
て
も
、
本
来
な
ら
多
大
な
不
足
が
出
る
と
い
う
算
定
が
別
紙
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
　
(
一
/

六
　
四
八
四
、
四
五
頁
)
。

こ
の
う
ち
最
初
に
見
積
も
ら
れ
た
米
一
四
一
四
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
(
約
一
〇
ポ
ン
ド
、
五
〇
ト
ン
と
注
が
付
さ
れ
て
い
る
)
　
に
つ
い
て
は
、

政
庁
は
l
月
五
日
付
で
、
イ
ン
パ
ー
ル
に
駐
屯
す
る
第
四
軍
団
に
輸
送
を
依
頼
し
た
。
八
月
ま
で
輸
送
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ

れ
は
輸
送
能
力
に
配
慮
し
な
が
ら
順
次
送
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
(
一
/
六
　
四
八
四
、
四
六
頁
)
。
ま
た
政
庁
も
指
摘
し

て
い
る
が
、
二
三
八
八
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
い
う
余
剰
を
集
め
て
再
度
分
配
す
る
の
も
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
大
仕
事
だ
っ
た
と
い
え
る
　
(
1
/

六
　
四
八
四
、
三
九
頁
)
。
政
庁
は
、
一
月
八
日
に
集
買
価
格
を
発
表
し
、
同
時
に
ど
の
村
が
ど
こ
か
ら
何
バ
ス
ケ
ッ
ト
ず
つ
の
米
を
搬

入
す
る
か
の
計
画
を
立
て
た
。
例
え
ば
ア
フ
ロ
ー
相
は
、
プ
ツ
タ
ー
村
か
ら
四
三
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ハ
ン
タ
ー
村
か
ら
二
八
八
バ
ス
ケ
ッ

I
を
受
け
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ン
モ
ー
村
は
カ
メ
イ
ッ
村
か
ら
五
九
バ
ス
ケ
ツ
ー
、
ハ
ン
タ
ー
村
か
ら
三
〇
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
、
イ

ン
パ
ー
ル
か
ら
一
四
三
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
調
整
し
て
カ
ボ
ゥ
谷
地
で
の
余
剰
を
再
配
分
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
パ
ー
ル
か
ら
は
1
人
九
八
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
搬
入
し
て
ま
か
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
パ
ー
ル
か
ら
の
搬
入
が
四
八
四
バ
ス
ケ

ッ
ト
増
や
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
を
ウ
ィ
ト
ウ
ツ
村
　
(
住
民
が
避
難
し
な
い
最
南
端
の
村
に
な
る
)
　
に
リ
ザ
ー
ブ
す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
で

あ
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
五
六
頁
)
。

が
、
こ
れ
は
　
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
エ
リ
ア
」
　
の
不
足
が
大
き
く
補
正
さ
れ
る
前
に
立
て
ら
れ
た
計
画
で
あ
り
、
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
に
つ
い
て

は
独
力
で
ま
か
な
う
よ
う
に
と
突
き
放
し
た
も
の
で
あ
っ
た
　
(
ミ
ン
ヤ
ー
か
ら
の
搬
入
で
対
処
し
ろ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
)
。
あ
ま

つ
さ
え
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
集
計
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
不
足
が
こ
の
よ
う
な
規
模
に
収
ま
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。

例
え
ば
ク
ン
タ
ウ
ン
村
長
代
理
は
、
籾
の
不
足
は
二
五
〇
テ
ィ
ン
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
五
二
〇
テ
ィ
ン
に
及
ぶ
と
訴
え
て
い
る
　
(
一
/
六

四
八
四
、
五
八
頁
、
一
月
二
日
に
と
り
次
い
だ
書
類
)
。
一
月
一
六
日
に
は
、
ウ
ィ
ト
ウ
ツ
村
長
も
溝
は
計
画
通
り
に
は
獲
れ
な
い
と

述
べ
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
前
六
四
頁
4
)
、
二
月
二
目
に
は
、
籾
九
〇
テ
ィ
ン
が
不
足
す
る
と
訴
え
て
い
る
(
一
/
六
　
四
八
四
、
二
四
頁
)
。



政
庁
側
は
こ
れ
を
受
け
、
さ
ら
に
古
米
五
〇
テ
ィ
ン
と
僧
侶
に
給
付
す
る
三
〇
テ
ィ
ン
を
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
、
数
字
を
修
正
し
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
二
四
頁
)
。
ミ
ン
タ
-
村
長
も
籾
五
七
〇
テ
ィ

ン
　
(
米
に
換
算
す
る
と
二
三
〇
テ
ィ
ン
1
0
)
が
不
足
す
る
と
訴
え
て
い
る
が
　
(
I
/
六
　
四
八
四
、
九
二

質
)
、
同
村
は
ミ
ョ
ウ
テ
ィ
ッ
村
に
米
1
0
0
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
供
出
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た

(
一
/
六
　
四
八
四
、
五
六
頁
)
。
ミ
ン
タ
-
村
長
は
、
村
の
六
六
せ
帯
を
、
籾
が
余
っ
て
い
る
一
〇
健
帯
、

食
べ
物
が
充
足
し
て
い
る
二
五
世
帯
、
足
り
な
い
三
一
世
帯
に
分
け
、
供
出
す
る
な
ら
ば
そ
の
後
の
援
助

が
必
要
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
一
四
九
頁
)
。
釆
四
三
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
出
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
プ
ツ
タ
-
村
も
、
二
月
七
日
に
な
っ
て
'
収
穫
し
て
み
た
と
こ
ろ
籾
四
一
〇
バ
ス

ケ
ッ
ト
　
(
米
に
す
る
と
一
六
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
程
度
)
　
し
か
余
剰
が
出
な
か
っ
た
と
訴
え
て
い
る
　
(
一
/
六

四
八
四
、
一
二
五
I
l
二
六
頁
)
.

政
庁
が
三
月
初
旬
の
段
階
で
作
成
し
た
、
谷
地
北
部
　
(
ク
ン
タ
ウ
ン
以
北
)
　
に
つ
い
て
の
見
積
も
り
で

は
、
1
月
二
日
の
も
の
よ
り
米
の
不
足
量
が
二
一
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
程
増
や
さ
れ
て
い
る
　
(
1
/
六
　
四

八
四
、
一
六
二
頁
)
。
中
部
　
(
タ
ム
ー
～
ウ
ィ
ト
ウ
ツ
)
　
の
見
積
も
り
は
フ
ァ
イ
ル
に
は
入
っ
て
い
な
い

が
、
上
述
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
ウ
ィ
ト
ウ
ツ
や
プ
ツ
タ
-
で
訴
え
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
で
も

修
正
　
(
増
量
)
　
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
当
初
の
一
四
一
四
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
(
ウ
ィ
ト
ウ
ツ
へ

の
リ
ザ
ー
ブ
四
八
四
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
除
外
)
　
に
加
え
、
カ
ボ
ゥ
北
部
で
二
一
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
追
加
、

中
部
で
も
相
応
の
追
加
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
イ
ン
パ
ー
ル
か
ら
一
四
一
四
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
搬
入
す
る
計
画

は
、
少
な
く
と
も
三
〇
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
台
へ
の
修
正
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
同
様
に
、

「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
エ
リ
ア
」
　
で
の
三
三
七
六
バ
ス
ケ
ツ
ト
と
い
う
不
足
の
追
加
予
測
も
、
さ
ら
に
増
や
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
は
、
計
算
の
時
期
が
少
し
遅
か
っ
た
の
で
、
前
者
よ
り
は
村
の
要

請
に
近
い
数
量
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
め
に
見
て
も
五
〇
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
台
の
搬
入

⑳カボウ、タウンドゥツの食料事情

1月2日の見積もり。状況 1月5日の見積もり 3月初旬の見積もり。状況

タウン ドゥツ 不足- ミンヤIで買わせる 不足- ミンヤーでは買えなくなる

北部

14 14バスケット不足

1200バスケットを追加

中部 データなし(追加が必要だっただろう)

ミッシング。エリア 33 76バスケットを追加 データなし(追加が必要だった可能性)

南部 移住させて軍が給養 移住させて軍が給養



が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
タ
ウ
ン
ド
ゥ
地
域
に
つ
い
て
も
、
日
本
軍
の
軍
事
行
動
の
結
果
、
ミ
ン
ヤ
ー
か
ら
の
搬
入
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
月

二
日
に
同
地
の
助
教
師
が
行
っ
た
報
告
で
は
、
日
本
軍
が
7
月
三
1
日
に
ミ
ン
ヤ
ー
を
占
領
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
タ
ウ
ン
ド
ゥ

ッ
で
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
、
と
て
も
次
の
収
穫
ま
で
は
持
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
こ
の
時
点
で

も
穀
物
が
s
o
 
s
h
o
r
t
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
密
売
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
八
〇
～
一
〇
〇
ル
ピ
ー
の

高
値
だ
と
さ
れ
て
い
る
　
(
l
/
六
　
四
八
四
、
一
七
六
頁
)
。

こ
の
よ
う
に
、
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
ま
で
を
含
め
る
と
、
イ
ン
パ
ー
ル
方
面
か
ら
は
一
万
バ
ス
ケ
ッ
ト
級
の
米
の
搬
入
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
概
算
で
き
る
。
が
、
英
印
軍
に
よ
る
搬
送
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
の
第
四
軍
団
は
、
一
月
一
三
日
に
上

チ
ン
ド
ウ
イ
ン
政
庁
に
対
し
、
ト
ラ
ッ
ク
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
、
テ
ィ
ー
デ
イ
ン
　
(
テ
ィ
デ
ィ
ム
。
イ
ン
パ
ー
ル
南
部
の
入
り
口
)

方
面
の
輸
送
　
(
軍
事
輸
送
だ
ろ
う
)
を
優
先
さ
せ
た
い
意
向
を
伝
え
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
五
六
頁
)
。
こ
れ
に
対
し
て
政
庁
は

二
月
一
〇
日
に
、
米
の
ス
ト
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
「
何
に
せ
よ
最
初
の
7
回
分
の
米
を
早
く
送
っ
て
く
れ
」

と
懇
願
し
て
い
る
。
到
着
し
た
ら
そ
の
ま
ま
カ
ボ
ゥ
北
部
の
住
民
に
配
る
の
で
、
四
月
終
わ
り
ま
で
に
何
と
か
し
て
く
れ
と
い
う
の
で
あ

る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
一
二
九
頁
)
。
ク
ン
ク
タ
ウ
ン
村
長
も
、
自
分
の
食
べ
物
を
村
民
に
ま
わ
し
て
い
た
が
そ
れ
も
尽
き
、
他
の
地

域
か
ら
移
入
し
て
い
る
状
態
だ
と
政
庁
に
訴
え
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
へ
　
二
二
入
貢
)
。
ヤ
ー
ネ
オ
ッ
村
長
の
二
月
l
二
日
の
報
告

で
も
、
米
は
あ
と
五
日
分
だ
と
述
べ
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
一
四
八
頁
)
。

英
印
軍
に
よ
る
イ
ン
パ
ー
ル
か
ら
の
食
科
輸
送
が
始
ま
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
二
月
二
四
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
先
の
カ
ボ
ゥ
谷
地
北
部

の
不
足
見
積
も
-
表
に
は
、
搬
入
量
と
受
領
日
も
記
さ
れ
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
l
六
二
頁
)
。
ト
ラ
ッ
ク
の
証
明
書
・
受
領
証

も
何
点
か
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
早
い
時
期
の
も
の
に
は
二
四
日
付
の
受
領
サ
イ
ン
が
あ
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
へ

一
五
〇
～
一
五
三
頁
)
.
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
三
月
一
日
ま
で
に
一
三
〇
八
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
(
う
ち
二
五
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
ミ
ン
タ
-
村
か

ら
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
一
〇
五
八
バ
ス
ケ
ッ
ト
)
　
の
米
を
運
び
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
が
、
見
積
も
り
表
で
は
、
ク
ン
タ
ウ
ン
村
以
外
に

つ
い
て
は
、
ど
の
村
に
何
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
届
け
た
の
か
を
は
っ
き
り
と
は
区
分
し
て
い
な
い
。
ク
ン
タ
ウ
ン
村
に
つ
い
て
は
、
村
長
に
よ



る
受
領
証
が
残
っ
て
い
る
の
で
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
一
六
〇
、
一
六
l
頁
)
、
実
際
に
村
ま
で
届
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
が
、
他
の
村

に
つ
い
て
は
、
三
月
l
日
の
段
階
で
は
、
証
明
書
・
受
額
証
に
記
さ
れ
た
モ
レ
-
(
タ
ム
ー
の
す
ぐ
北
方
で
英
印
軍
の
基
地
が
あ
っ
た
)

ま
で
し
か
届
い
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
章
　
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
開
始

日
本
軍
が
カ
ボ
ゥ
谷
地
に
押
し
寄
せ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
英
印
軍
に
よ
る
輸
送
が
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
だ
っ
た
。
同
谷

地
に
対
し
て
は
、
三
月
八
日
に
山
本
支
隊
　
(
歩
兵
第
二
一
三
連
隊
、
戦
車
第
一
四
連
隊
、
砲
兵
四
個
大
隊
が
基
幹
)
　
が
前
進
を
開
始
し
'

1
三
日
に
ウ
ィ
ト
ウ
ツ
を
攻
撃
し
た
1
 
1
。
一
旦
攻
撃
を
中
止
し
た
後
、
伊
藤
部
隊
を
モ
レ
-
と
イ
ン
パ
ー
ル
を
結
ぶ
幹
線
道
を
遮
断
す
べ

く
出
発
さ
せ
、
そ
の
上
で
攻
撃
を
再
開
し
、
一
九
日
に
占
領
し
た
。
ま
た
二
月
末
か
ら
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
付
近
に
集
結
し
始
め
た
第
一
五
師

団
は
、
三
月
t
五
日
に
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
川
を
越
え
て
進
軍
を
開
始
し
た
。
そ
の
主
力
は
カ
ボ
ゥ
谷
地
の
北
端
を
通
っ
て
、
フ
ミ
ネ
　
(
ミ
ョ

ウ
テ
ィ
ッ
の
北
方
二
三
キ
ロ
)
　
か
ら
イ
ン
ド
に
侵
入
し
た
。
同
師
団
の
歩
兵
第
六
〇
連
隊
第
一
大
隊
は
カ
ボ
ゥ
谷
地
を
南
下
し
、
二
一
日

頃
に
ミ
ン
タ
-
を
通
過
、
二
二
日
か
ら
モ
レ
-
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
山
本
支
隊
の
砲
兵
隊
も
二
五
日
か
ら
こ
の
攻
撃
に
加
わ
っ
た
。
英

印
軍
は
一
七
日
以
降
、
物
資
を
イ
ン
ド
側
に
後
送
し
、
や
が
て
部
隊
も
イ
ン
パ
ー
ル
方
面
に
撤
退
し
た
S
j
.
伊
藤
部
隊
は
、
兵
力
差
が
あ

っ
た
た
め
こ
れ
を
封
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
日
本
軍
は
、
英
印
軍
退
却
後
の
モ
レ
-
を
三
月
三
一
日
に
占
領
し
た
。

山
本
支
隊
は
モ
レ
ー
一
帯
か
ら
イ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
イ
ン
パ
ー
ル
に
南
東
部
か
ら
迫
っ
た
。
さ
ら
に
そ
こ
に
、
イ
ン
ド
国
民
軍
の
二
個

連
隊
が
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
第
三
三
師
団
は
チ
ン
州
か
ら
北
上
し
、
南
方
か
ら
同
市
に
迫
っ
て
い
た
。
第
一
五
師
団
は
北
方
か
ら
イ

ン
パ
ー
ル
に
迫
り
、
そ
の
北
側
で
は
第
三
一
師
団
が
コ
ヒ
マ
を
攻
撃
し
、
英
印
軍
の
補
給
路
を
遮
断
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
日

本
軍
は
、
原
則
と
し
て
二
〇
日
分
の
食
料
を
持
つ
だ
け
の
軽
装
だ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
イ
ン
パ
ー
ル
周
辺
に
ま
で
退
い
た
の
は
英
印

軍
の
作
戦
で
あ
り
、
日
本
軍
は
同
市
周
辺
で
強
力
な
陣
地
に
よ
っ
て
食
い
止
め
ら
れ
た
。
将
兵
は
無
理
な
攻
撃
を
強
い
ら
れ
て
死
傷
を
重

ね
、
現
地
調
達
で
ま
か
な
っ
て
い
た
食
料
も
や
が
て
底
を
尽
き
、
つ
い
に
は
第
三
一
師
団
が
独
断
で
退
却
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
　
(
六
月



一
日
前
後
)
。

日
本
軍
は
駐
留
地
で
の
米
の
徴
発
を
、
作
戦
の
準
備
段
階
か
ら
行
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
チ
ン
高
地
に
駐
留
し
て
い
た
第
三
三
師
団
第

二
l
四
連
隊
は
、
強
制
買
い
上
げ
を
続
け
た
の
で
、
住
民
の
食
べ
物
が
な
く
な
り
抗
議
を
受
け
る
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
誓
ま
た
作
戦

中
の
イ
ン
パ
ー
ル
周
辺
で
の
徴
発
に
つ
い
て
は
、
第
1
五
師
団
第
六
〇
連
隊
長
だ
っ
た
松
村
弘
大
佐
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
主

食
は
連
隊
本
部
や
各
大
隊
の
経
理
官
が
少
数
の
兵
員
を
も
っ
て
糧
食
収
集
斑
を
編
成
し
、
わ
が
戦
線
の
後
方
に
点
在
す
る
部
落
と
い
う
部

落
の
こ
と
ご
と
く
を
数
日
又
は
十
数
日
を
費
や
し
て
駈
け
ま
わ
り
収
集
に
努
力
し
」
た
誓
同
じ
戦
域
に
い
た
歩
兵
第
五
l
連
隊
通
信
隊

の
樋
口
松
雄
氏
は
、
小
銃
を
発
砲
し
て
押
し
入
っ
て
「
糧
殊
を
徴
発
」
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
L
。
。
コ
ヒ
マ
方
面
に
い
た
歩

兵
第
五
八
連
隊
第
五
八
連
隊
第
五
中
隊
の
藤
原
三
郎
氏
は
、
集
落
か
ら
命
が
け
で
籾
を
盗
ん
だ
と
し
て
い
る
S
.

こ
の
よ
う
な
最
前
線
の
み
な
ら
ず
、
後
背
地
と
な
っ
た
カ
ボ
ゥ
谷
地
で
も
食
料
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
野
戦
重
砲
兵
第
三
連
隊
に
属
し

て
い
た
岡
村
外
男
氏
は
、
カ
メ
イ
ッ
　
(
タ
ム
ー
の
南
方
一
八
キ
ロ
)
　
に
駐
在
し
て
収
集
の
事
務
に
当
た
っ
て
い
た
。
氏
は
回
想
記
に
よ
る

と
、
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
に
定
期
的
に
食
料
を
積
み
込
ん
だ
の
だ
と
い
う
。
氏
は
、
近
く
の
ハ
ン
タ
ー
(
タ
ム
ー
の
南
東
1
五
キ
ロ
)
　
や
他
の

集
落
で
も
別
の
隊
が
食
料
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
E
E
.
第
l
五
草
野
戟
自
動
車
廠
の
加
藤
正
善
氏
の
回
想
記
に
も
、
タ
ム

ー
～
ウ
ィ
ト
ウ
ツ
間
の
小
集
落
で
、
野
菜
を
買
っ
た
話
が
載
っ
て
い
る
相
.
ま
た
N
H
K
取
材
斑
は
、
日
本
軍
に
米
や
鶏
を
供
出
し
た
タ

ム
ー
の
村
民
の
談
話
を
紹
介
し
て
い
る
1
9
。
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
一
月
初
期
の
計
画
で
は
、
カ
メ
イ
ッ
は
二
五
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
、
ハ
ン
タ

ー
は
五
九
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
、
他
部
落
の
た
め
に
供
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
両
村
は
比
較
的
余
裕
が
あ
る
集
落
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
そ
の
余
剰
は
住
民
で
な
く
日
本
軍
に
ま
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
岡
村
氏
の
回
想
記
に
よ
る
と
、
ハ
ン
タ
ー
の
集
落
は
五
月
頃

に
空
襲
で
焼
き
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
8
.
こ
の
他
、
集
落
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
谷
地
東
部
の
山
岳
地
域
で
の
食
糧

徴
発
に
つ
い
て
も
、
青
木
良
平
、
松
井
保
治
氏
が
回
想
記
で
触
れ
て
い
る
聖

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
中
止
は
南
方
軍
の
命
令
と
い
う
形
で
発
せ
ら
れ
た
　
(
七
月
二
日
)
。
そ
れ
で
も
第
一
五
軍
司
令
部
は
攻
撃
態
勢
を

解
こ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
既
に
隷
下
の
部
隊
は
戦
闘
能
力
を
な
く
し
て
い
た
。
第
l
五
軍
は
撤
退
命
令
を
よ
う
や
ぐ
七
月
l
三
日
に
な

っ
て
発
し
た
。
第
三
三
師
団
主
力
は
チ
ン
方
面
に
退
い
た
の
で
、
カ
ボ
ゥ
谷
地
を
通
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
が
、
山
本
支
隊
は
カ
ボ
ゥ
谷



地
の
中
部
を
通
っ
て
東
に
抜
け
、
第
三
一
師
団
は
フ
ミ
ネ
か
ら
南
に
向
か
い
、
カ
ボ
ゥ
北
部
、
中
部
を
通
-
抜
け
た
。
一
部
は
フ
ミ
ネ
か

ら
南
東
に
向
か
い
、
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
を
通
り
抜
け
た
。
こ
の
方
面
で
は
、
最
後
に
第
1
五
師
団
が
フ
ミ
ネ
か
ら
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
を
通
っ
て

退
却
し
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
最
大
の
死
者
　
(
餓
死
者
)
　
を
出
し
'
通
常
「
靖
国
街
道
」
「
白
骨
街
道
」
　
の
名
で
呼
ば
れ
る
の
は
、
こ

の
北
部
か
ら
中
部
の
カ
ボ
ゥ
谷
地
と
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
地
区
だ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
住
民
は
略
奪
を
避
け
て
姿
を
隠
し
、
米
を
奪
お
う
と
す
る
日
本
兵
と
の
摩
擦
は
一
層
激
化
し
た
。
例
え
ば
第
三

一
師
団
衛
生
隊
は
、
ミ
ン
タ
-
村
で
姿
を
隠
し
た
住
民
を
捜
し
求
め
、
つ
い
に
は
発
砲
し
て
籾
倉
に
案
内
さ
せ
た
と
い
う
誉
同
師
団
の

歩
兵
第
一
二
四
連
隊
に
属
し
て
い
た
林
田
守
正
氏
の
回
想
記
で
も
、
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
の
南
方
の
シ
ッ
ク
ウ
ン
の
辺
-
で
、
空
襲
の
ど
さ
く

さ
に
「
住
民
が
日
本
兵
た
ち
か
ら
必
死
に
守
り
つ
づ
け
て
き
た
米
倉
」
か
ら
米
を
奪
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
誉
歩
兵
第
二
l
五
連
隊
第
七

中
隊
　
(
山
本
支
隊
に
配
属
さ
れ
て
い
た
)
　
の
砂
山
軍
一
郎
氏
も
、
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
川
の
西
側
で
、
住
民
か
ら
米
袋
を
盗
ん
だ
話
を
記
し
て

い
る
誉
歩
兵
第
二
二
八
連
隊
第
二
機
関
銃
中
隊
の
坂
口
潤
l
氏
も
、
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
の
北
側
で
ビ
ル
マ
大
集
落
を
襲
い
、
食
料
を
略
奪

し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
&
-

そ
れ
で
も
、
カ
ボ
ゥ
谷
地
も
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
も
、
も
と
も
と
大
変
な
凶
作
で
あ
り
、
住
民
も
米
を
必
死
で
守
っ
た
。
結
果
、
彼
ら
の
蓄

え
を
探
し
出
せ
な
か
っ
た
兵
士
も
多
か
っ
た
。
山
本
募
少
将
　
(
山
本
支
隊
長
)
　
は
、
七
月
一
〇
日
頃
か
ら
兵
員
の
約
半
数
は
全
く
米
を
口

に
で
き
ず
、
モ
レ
ー
付
近
で
集
落
を
く
ま
な
く
探
し
て
も
、
籾
も
野
菜
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
誉
朝
日
新
聞
の
記
者
だ

っ
た
丸
山
静
雄
氏
は
、
山
本
支
隊
と
共
に
退
却
L
へ
　
七
月
二
〇
日
前
後
に
モ
レ
ー
 
、
タ
ム
ー
の
周
辺
に
い
た
が
、
多
く
の
兵
士
が
力
尽
き

る
様
子
を
記
し
て
い
る
R
.

ま
と
め
に
代
え
て

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
直
後
の
カ
ボ
ゥ
谷
地
、
タ
ウ
ン
ド
ゥ
ツ
地
区
の
状
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
世
界
有
数
の
豪
雨
地
帯
で
あ
る
こ
の
地

が
、
雨
季
を
迎
え
、
交
通
が
途
絶
し
た
た
め
に
、
英
印
軍
も
す
ぐ
に
は
復
帰
で
き
な
か
っ
た
。
英
印
軍
が
カ
ボ
ゥ
谷
地
を
縦
断
し
、
そ
の



南
端
の
ヤ
ザ
ジ
ョ
ー
を
占
領
し
た
の
は
一
〇
月
四
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
頃
、
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
の
行
政
も
再
開
さ
れ
、
ミ
ン
タ
ミ
-

や
ス
ン
レ
-
 
、
ジ
ー
ビ
ユ
ー
ゴ
ウ
ン
、
シ
ツ
タ
ウ
ン
な
ど
の
村
長
に
報
奨
金
を
与
え
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
　
(
1
/
六
　
四
八
四
、
四
八

六
ァ
S
)
-
が
、
一
九
四
四
年
末
期
の
カ
ボ
ゥ
谷
地
の
食
料
事
情
に
つ
い
て
は
、
入
手
で
き
た
史
料
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。

そ
れ
で
も
、
一
九
四
五
年
五
、
六
月
頃
に
イ
ギ
リ
ス
民
政
部
は
、
ザ
ガ
イ
ン
　
(
管
区
)
　
で
最
も
顕
著
な
米
不
足
が
起
こ
っ
て
い
る
と
報

じ
て
い
る
誉
と
は
い
え
ザ
ガ
イ
ン
南
部
は
有
数
の
米
作
地
域
で
あ
り
、
そ
の
中
心
地
の
シ
ユ
エ
ボ
ゥ
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
三
月

二
九
日
の
段
階
で
籾
が
充
足
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
誉
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
最
も
顕
著
な
米
不
足
が
起
こ
っ
て
い
た
の
は
'

上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
県
を
中
心
と
し
た
デ
ガ
イ
ン
北
部
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
O
 
T
九
四
四
年
度
産
米
　
(
7
九
四
四
年
一
二
月
-
1
九
四
五

年
一
月
に
収
穫
)
　
は
、
一
九
四
四
年
六
月
頃
に
播
種
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
頃
の
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
は
'
少
な
い
籾
を
求
め
て
日
本
軍
と

住
民
と
が
争
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
充
分
な
種
籾
が
確
保
さ
れ
る
筈
も
な
く
へ
一
九
四
四
年
度
産
米
に
影
響
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

7
九
四
七
年
五
月
頃
の
報
告
で
も
、
上
テ
ン
ド
ウ
イ
ン
か
ら
食
料
不
足
の
訴
え
が
あ
っ
た
と
い
う
が
3
'
一
九
四
四
年
度
米
の
不
足
は
、

こ
の
時
期
に
ま
で
尾
を
引
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
史
料
の
偏
-
も
あ
り
必
ず
し
も
充
分
な
分
析
が
で
き
た
わ
け
で
な
い
が
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
の
視
点
を

交
え
な
が
ら
新
た
な
切
り
口
を
提
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
防
衛
庁
の
公
刊
戦
史
で
は
、
ビ
ル
マ
側
の
史
料
の
活
用
が
難
し
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
後
背
地
・
退
却
路
が
米
の
不
足
地
帯
だ
っ
た
こ
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
藤
原
彰
氏
の
　
『
餓
死
し
た
英
霊

た
ち
』
も
同
様
で
あ
る
翌
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、
社
会
史
だ
け
で
な
く
狭
義
の
戦
史
(
作
戦
史
)
　
の

研
究
も
、
よ
り
正
確
な
、
も
し
く
は
よ
り
豊
か
な
内
容
を
持
ち
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

iiiik

l
一
九
三
八
年
度
の
播
種
総
面
積
一
三
万
九
一
三
三
エ
ー
カ
ー
の
う
ち
、
茶
や
煙
草
な
ど
の
時
好
品
を
除
い
た
面
積
は
1
三
万
六
四
二
八

エ
ー
カ
ー
。
こ
の
う
ち
米
が
一
二
万
一
九
八
四
エ
ー
カ
ー
(
豆
や
ゴ
マ
が
l
万
四
四
四
四
エ
ー
カ
ー
)
　
で
、
そ
の
中
で
冬
米
が
二
万



2

二
四
エ
ー
カ
ー
を
占
め
て
い
た
。
日
本
ビ
ル
マ
協
会
　
『
ビ
ル
マ
統
計
書
』
　
(
一
九
四
二
年
、
国
際
日
本
協
会
)
　
の
一
一
二
～
一
二

一
頁
を
参
照
。

イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
F
O
六
四
三
-
六
/
九
A
三
〇
二
　
(
R
e
h
a
b
i
l
i
t
a
t
i
o
n
 
o
f
t
h
e
 
R
i
c
e
 
l
n
d
u
s
t
r
y
i
n
 
B
u
r
m
a
)
　
の
、

一
九
四
四
年
作
成
の
ビ
ル
マ
米
穀
業
復
興
諮
問
委
員
会
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

ビ
ル
マ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
。
上
テ
ン
ド
ウ
イ
ン
政
庁
の
フ
ァ
イ
ル
で
、
一
九
四
三
年
二
月
～
一
九
四
四
年
三
月
の
、
村
長

か
ら
の
報
告
書
や
政
庁
が
作
成
し
た
文
書
を
綴
っ
て
い
る
。
記
事
の
大
部
分
は
ビ
ル
マ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
T
/
六
　
四
八
四
と

い
う
の
は
史
料
番
号
。

「
第
1
人
師
団
防
衛
月
報
」
一
九
四
三
年
四
月
分
と
「
第
l
八
師
団
防
衛
月
報
」
　
l
九
四
三
年
九
月
分
に
よ
る
。
共
に
防
衛
庁
防
衛

研
努
所
図
書
館
が
所
蔵
、
史
料
番
号
は
南
西
、
ビ
ル
マ
、
六
一
三
と
南
西
、
ビ
ル
マ
、
六
一
五
。
t
九
四
二
年
産
米
に
つ
い
て
は

言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
情
報
史
料
に
よ
る
と
、
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
で
は
ホ
ゥ
-
マ
リ
ン
周
辺
以
外
に
は
休
耕
地

は
な
く
、
穀
物
の
状
況
は
良
好
な
の
だ
と
い
う
　
(
イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
所
蔵
へ
　
F
O
六
四
三
-
三
四
/
三
四
/
四
E
一

(
C
.
S
.
D
.
I
C
.
(
I
N
D
I
A
)
,
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
S
e
c
t
i
o
n
R
e
p
o
r
t
)
　
の
一
九
四
三
年
四
月
八
日
号
に
よ
る
)
。

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
の
損
害
は
必
ず
し
も
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
公
刊
戦
史
は
七
万
五
〇
〇
〇
人
の
減
員
が
あ
っ
た

と
し
て
い
る
が
　
(
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
　
『
イ
ラ
ワ
ジ
会
戦
』
、
一
九
六
九
年
、
朝
雲
新
聞
社
、
二
〇
九
～
二
二
頁
)
、
後
送

さ
れ
た
患
者
の
中
の
生
還
者
数
を
明
示
し
て
は
い
な
い
。
本
稿
で
は
餓
死
者
　
(
他
の
病
気
の
併
発
を
含
む
)
　
の
数
を
、
暫
定
的
に
二

～
五
万
人
と
捉
え
て
お
く
。

ビ
ル
マ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
。
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
政
庁
の
フ
ァ
イ
ル
で
、
1
九
四
三
年
l
〇
月
か
ら
一
九
四
四
年
二
月
の
、
カ

ボ
ゥ
谷
地
南
部
か
ら
の
避
難
に
関
す
る
文
書
を
綴
っ
て
い
る
.
1
/
六
　
四
八
三
と
い
う
の
は
史
料
番
号
.

ビ
ル
マ
で
は
1
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
容
量
は
地
域
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
こ
の
時
期
の
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
で
は
米
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
が

約
三
六
キ
ロ
と
換
算
さ
れ
て
い
る
　
(
一
/
六
　
四
八
四
、
三
九
、
四
〇
な
ど
)
。
よ
っ
て
、
こ
の
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
九
ガ
ロ
ン
　
(
約

1
リ
ッ
ト
ル
)
　
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。



8
　
テ
ィ
ン
は
ビ
ル
マ
の
容
量
の
単
位
。
こ
の
時
期
の
上
テ
ン
ド
ウ
イ
ン
で
は
一
テ
ィ
ン
=
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
　
(
一
/
六
　
四

八
四
、
九
頁
)
。
九
ガ
ロ
ン
に
相
当
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

9
　
六
四
～
六
七
と
い
う
ペ
ー
ジ
番
号
は
二
回
に
わ
た
っ
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前
六
四
頁
と
は
一
回
目
の
方
を
指
す
。

1
0
　
通
常
、
ビ
ル
マ
で
は
籾
は
精
米
時
に
重
量
が
三
割
減
る
と
い
う
計
算
法
が
と
ら
れ
る
。
が
、
当
時
の
カ
ボ
ゥ
産
の
山
岳
米
で
は
、
六

割
減
と
す
る
計
算
法
が
使
わ
れ
て
い
た
。

1
 
1
　
以
下
の
日
本
軍
の
戦
闘
過
程
は
、
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』
　
(
一
九
六
八
年
、
朝
雲
新
聞
社
)
　
を
参
照
し

た
。
三
月
段
階
の
山
本
支
隊
の
行
動
は
、
そ
の
四
l
五
～
四
l
九
頁
に
よ
る
。

1
2
　
ル
イ
・
ア
レ
ン
　
『
ビ
ル
マ
　
遠
い
戦
場
』
中
、
一
九
九
五
年
へ
　
原
書
房
、
二
七
頁
。

E
3
　
塩
坪
辰
実
『
ビ
ル
マ
戦
線
と
イ
ン
パ
ー
ル
』
、
一
九
八
七
年
へ
旺
史
社
へ
　
八
一
～
八
二
頁
。

1
4
　
前
掲
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』
　
五
五
三
頁
。
他
に
も
第
1
五
師
団
の
徴
発
状
況
に
つ
い
て
は
五
八
六
～
五
八
七
頁
に
、
第
三
一
師
団
の

徴
発
状
況
に
つ
い
て
は
五
五
九
頁
に
記
載
が
あ
る
。

1
5
　
樋
口
松
雄
「
現
地
程
殊
補
給
」
、
歩
兵
第
五
l
連
隊
史
編
集
委
員
会
編
『
歩
兵
第
五
一
連
隊
史
』
、
一
九
七
〇
年
、
共
成
社
印
刷
、
三

六
七
頁

1
6
　
藤
原
三
郎
「
1
粒
の
岩
塩
」
、
歩
兵
第
五
八
連
隊
第
五
中
隊
戦
友
会
『
わ
が
中
隊
の
歩
み
』
、
1
九
七
八
年
、
弘
報
印
刷
、
三
八
二
頁
。

1
7
　
岡
村
外
男
『
痛
恨
・
カ
ボ
ゥ
谷
地
』
、
一
九
八
三
年
、
旺
史
社
。
カ
メ
イ
ッ
駐
留
時
の
話
は
、
1
九
三
～
二
五
〇
頁
、
ハ
ン
タ
ー
出

張
所
の
話
は
二
一
〇
～
二
二
一
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
集
落
で
も
食
料
が
収
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
二
〇
六
～
二
〇
七

頁
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

1
8
　
加
藤
正
善
「
密
林
機
動
線
の
主
役
戦
車
連
隊
を
救
出
せ
よ
-
」
林
田
守
正
ほ
か
　
『
密
林
の
底
に
英
霊
の
絶
叫
を
聞
い
た
』
へ
　
1
九
九

7
年
、
光
人
社
、
T
〇
二
頁
。

N
H
K
取
材
斑
編
『
責
任
な
き
戦
場
　
イ
ン
パ
ー
ル
』
一
九
九
五
年
、
角
川
文
庫
へ
一
八
八
頁
。
話
し
手
の
ウ
ー
・
バ
・
バ
ン
が
、

謝
礼
に
貰
っ
た
軍
票
と
茶
碗
を
見
せ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



2
0
　
前
掲
岡
村
二
一
〇
～
二
一
二
頁
。
日
本
兵
は
無
事
だ
っ
た
が
、
ビ
ル
マ
の
人
の
死
者
・
負
傷
者
が
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

2
1
　
青
木
良
平
「
食
料
探
し
」
、
二
輪
会
編
『
ビ
ル
マ
戦
線
わ
だ
ち
の
跡
』
、
一
九
七
〇
年
、
秀
和
印
刷
、
一
〇
三
頁
。
松
井
保
治
「
背
負

い
子
」
、
『
ビ
ル
マ
戦
線
わ
だ
ち
の
跡
』
、
二
五
～
二
七
頁
。
前
者
は
、
籾
を
持
っ
て
逃
げ
る
住
民
を
追
い
掛
け
て
入
手
し
た
話
。

後
者
は
、
次
第
に
住
民
が
徴
発
を
拒
む
よ
う
に
な
っ
た
話
で
あ
る
。

2
2
　
軽
部
茂
則
『
イ
ン
パ
ー
ル
-
あ
る
従
軍
医
の
手
記
』
、
一
九
七
九
年
、
徳
間
書
店
、
二
〇
四
～
二
〇
六
頁
.

2
3
　
林
田
守
正
「
密
林
の
底
の
英
霊
の
絶
叫
を
聞
い
た
」
、
前
掲
林
田
ほ
か
所
収
、
六
二
～
六
三
頁
。

2
4
　
砂
山
軍
一
郎
「
イ
ン
パ
ー
ル
撤
退
」
、
歩
兵
第
二
一
五
連
隊
戦
記
編
纂
委
員
会
『
歩
兵
第
二
一
五
連
隊
戦
記
』
、
一
九
七
二
年
、
朝
日

印
刷
工
業
、
八
二
九
頁
。

2
5
　
坂
口
潤
l
　
「
日
本
人
か
ビ
ル
マ
人
か
」
、
三
大
ビ
ル
マ
会
刊
行
部
『
烈
二
二
八
ビ
ル
マ
戦
線
回
顧
録
』
、
一
九
七
六
年
、
浪
速
社
、

六
六
三
～
六
六
五
頁
。

2
6
　
前
掲
『
イ
ラ
ワ
ジ
会
戦
』
一
六
二
～
一
六
三
頁
。

2
7
　
丸
山
静
雄
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
、
一
九
八
四
年
、
岩
波
書
店
、
一
五
二
～
一
六
二
頁
な
ど
。

2
8
　
ビ
ル
マ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
。
上
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
政
庁
の
フ
ァ
イ
ル
で
、
一
九
四
四
三
月
か
ら
一
九
四
五
年
六
月
の
、
タ
ウ
ン

ド
ゥ
ツ
や
チ
ン
高
地
な
ど
で
の
住
民
の
褒
賞
関
係
の
文
書
を
綴
っ
て
い
る
。
一
/
六
　
四
八
六
と
い
う
の
は
史
料
番
号
。

2
9
　
イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
W
O
/
二
〇
三
-
五
二
六
三
<
　
(
B
u
r
m
a
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
)
　
に
収
め
ら
れ
た
ビ
ル
マ
民
政
部
の

一
九
四
五
年
五
月
の
月
報
に
よ
る
。
ま
た
W
o
二
〇
三
-
四
三
八
五
　
(
C
i
v
i
l
A
f
f
a
i
r
s
 
a
n
d
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
B
u
r
m
a
)
　
の
中
の
ビ

ル
マ
民
政
部
の
六
月
一
八
日
の
報
告
も
参
照
。
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L
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H

e

r

M

a
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e
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一
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S

t
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o

n

e

r
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O

f

f

i

c

e
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9
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.

こ
の
一
一
　
一
番
(
上
巻
)
、
S
u
p
r
e
m
e
A
l
l
i
e
d
C
o
m
m
a
n
d
e
r
,
S
o
u
t
h
E
a
s
t
A
s
i
a
t
o
S
e
c
r
e
t
a
r
y
o
f
S
t
a
t
e
f
o
r
W
a
r
"

割
　
大
英
図
書
館
旧
イ
ン
ド
省
図
書
館
所
蔵
、
M
四
/
三
一
○
一
(
R
e
p
o
r
t
‥
F
o
r
t
n
i
g
h
t
l
y
 
S
i
t
u
a
t
i
o
n
 
R
e
p
o
r
t
s
 
f
r
o
m
 
t
h
e

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
o
f
B
u
r
m
a
)
　
の
一
九
四
七
年
七
月
分
に
よ
る
。



3
 
2
　
藤
原
彰
『
餓
死
し
た
英
霊
た
ち
』
、
二
〇
〇
一
年
、
青
木
書
店
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
つ
い
て
は
七
五
～
八
〇
頁
で
触
れ
ら
れ
て
い

る
。

(
本
学
専
任
講
師


